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「観光」というコトバ
―これをどう理解するか－

辞書をみると・・・

★他国・他郷の風光・景色を見物するこ

と(岩波国語辞典第６版)

★他の土地を視察すること。また、その

風光などを見物すること(広辞苑第５版)



歴史的には・・・
「観光」というコトバは訳語ではなく、中国にも日本にも古くからある。しかし、その意味は
「光」(文物)を「観る」ということで、よその地域固有の文物を学びそれを自分の地域に役
立てるというもので、必ずしも「旅」と結びついたものではなかった。

他方、 英語のtourは旅先で何をするかが問題ではなく、「出発点に帰ってくる旅」という
意味であった。事実、明治初期には「周行」や「旅行」と訳していた。

日本語の「観光」というコトバは、明治維新以後の交通・通信手段の発達もあいまって、よ
その地域へ行く「旅」の要素が重視されるようになり、大正期以後、tourの訳語として定
着していく。

ただし、日本語の「観光」というコトバを用いる時は、現在でもなお、「観る」ことや日常生
活を離れて行う遊び・触れ合い・学ぶなど行った先での行動を重視しがちで、国民にもそ
のように理解されている。

参考： 英語のtour・・・行った先での行動だけでなく、とりわけ移動そのもの、そして滞在
することそのもの、それらの楽しみや快適さを重視する。したがって、tourの訳語としては
「観光旅行」とするのが分かりやすいし、そう訳されていた時期もある。

一方、tourismを「観光」と訳し、ツーリストの立場でみた旅行のしくみであるかのように
捉えるケースもあるが、英語のtourismはtourist industryとほぼ同義で、次に示すよう
にツーリストを受入れる側のことを意味しており、「観光産業」という日本語が適切といえ
る。



観光=TOURと観光産業=TOURISM

観光=TOUR・・・収入を得ることを目的としないで、居住地を離れ

自然や歴史、文物や催事などを楽しんで再び帰ってくる行動。

観光産業=TOURISM・・・人々の観光=TOUR行動を実現できる

よう必要な諸物を提供するビジネス。

ただし、一般的には観光=tourと観光産業=tourismを区別しな

いで使うことも多い。



観光産業=TOURISMの成立

英国において現代的な意味での「ツーリスト」が出現するのは16～17世紀。かれらは貴族で
あり、泊まる宿は同じ貴族の館であるのが一般的であった。18世紀に郵便馬車が走るように
なり貴族ではないが金銭的に余裕のある文人や芸術家たちがそれを利用して旅するようにな
ることで宿泊施設が出現する。

その後これらの宿泊施設と併設される馬車関連施設がより多くの、庶民といわれるツーリスト
を受入れるようになることで観光産業=Tourismの芽が出始める。

1841年 → トーマス・クックが蒸気機関車を利用した「日帰り旅」を成功させる。

産業革命後の19世紀初め、鉄道路線はイングランド・ウェールズ・スコットランド各地で敷設
されていくが、多くの鉄道会社が林立し、自社路線を使ったツアーをしかけていた。クックの才
能が開花したのは、異なる鉄道会社や船会社をつなぎそこに宿泊施設を結びつけることで、
イングランド北部から宿泊を伴うスコットランドへのtourを継続し成功させたところにある。

1851年 → ロンドン万博の際、イングランド北部に住む多くの人たちを運ぶtourを成功させ
る。

彼はその後もスコットランドへ多くの人たちを連れていくが、1872年9月、200日余りをかけ
た世界一周の旅に出発する。彼が仕掛けたtourismはこの旅によって仕上げられる。

成功の背景 → 産業革命によって生まれた動力革命(蒸気機関)の諸産物と労働者階級の
存在（かれらはツーリストになる）、そしてクックのアイデアのすばらしさがある。



なぜスコットランドだったのか

17～18世紀・・・「グランド・ツアー」(イングランド貴族の子弟が家庭教師を伴っ
て大陸へ数年勉強に行くことが流行する)

1707年・・・イングランドと敵対していたスコットランドが議会合同を承諾。スコッ
トランドの自然や歴史・文物がイングランドで紹介され始める。一方、フランス革

命やナポレオンの登場で大陸の政情が不安定となり、「グランド・ツアー」ができ

なくなる。それに代わって、陸続きのスコットランドの自然と歴史に人々の注目

が集まり始める。イングランドの人たちにとっては、「未知未開」な要素の残るス

コットランドは、エキゾチックではあるがさほど危険もなく、また日程的にも丁度

手ごろな好奇の対象となった。スコットランドへの旅行者が増えるにつれ、道路

や宿泊施設が整備され、さらに19世紀になるとスコットランドの歴史と自然を背
景にロマンチックで詩情あふれるウォルター・スコットの詩や小説が大人気を博

し、古き良き「ハイランド」を求める人たちのための観光産業tourist industry
が生まれる。こうした中、クックはエディンバラやグラスゴーの北部に展開する

「ハイランド」へ多くの人々を連れていったのである。行った人々は、スコットラン

ドの自然や歴史に触れることで「価値」を見出したのである。



自然や歴史に対する「価値」の発見

(探勝的「価値」=「貴重なもの」)

旅行者の審美的態度(A) (A’)探勝的景観・歴史

定住者の審美的態度(B) (B’)生活的景観・歴史

(生活的「価値」=「あたりまえ」)

(B)が(B’)をみてそこに見出すものは生活的「価値」=「あたりまえ」にしか

すぎない。しかし、(A)が(B’)をみると(A’)となり、それが探勝的「価値」=

「貴重なもの」となる。

同じことは後で触れる「飲食物」や「みやげもの」についてもいえる。生活

者にとっては「あたりまえのもの=日常的価値」にすぎないものが、旅行

者がそこ(それ)に価値を見出せば、「非日常性=価値」が生まれる。



ピンチはチャンス・・・スコットランドに学べ！

2020年はコロナ騒動に明け暮れました。

国外はもちろん、一時は国内の移動も制限されました。今、われわれは国内のtour
で我慢するしかありませんが、18世紀末、イングランドでも同じ状況が生まれ、その
おかげでそれまで「未知の国=野蛮で未開の国」であったスコットランドの魅力を発
見することになりました。もちろん、住民であるスコッツたちの、今でいう「営業努力」
のようなものもあったことは忘れてはなりません。

高度成長期以後、多くの人たちは海外へ出かけその「光(文物)」を「観」ることしか考
えなかったように思います。旅行に行けば朝早くから夜まであちこち見て回り、みや
げものを山ほど買って帰り、観光してきたことの証拠を隣近所や友人たちに見せび
らかして、また働くことに専念していました。国民によって忘れ去られたり、「あって当
たり前」と思われていた国内の資源は海外の旅行者に価値を見出される皮肉な現
象が起こりつつありました。われわれが海外に価値を見出した、それと同じ目線を
今一度国内の自然や歴史、文化などに向けてみるいいチャンスかもしれません。

たとえば、京都に住む人が京都の宿に泊まることなぞ 無駄・無意味として想像すら

しなかったわけですが、一度そんな経験をしてみてはいかがでしょうか。旅行者目
線で身の回りを見なおすと、地域の魅力を再発見できるかもしれません。



「〇〇・ツーリズム」(1)

「アグリ・ツーリズム」というコトバを聞いたことがある
でしょうか？

このように「ツーリズム」の前にいろいろな言葉をつけ
て「〇〇・ツーリズム」という表現がよく使われていま
す。そこで、みなさんが知っているものがあれば書い
てみてください。ついでに、それが意味するものがど
ういうものか、考えてみてください。

なお、本日はこれを含め3つの課題を用意しましたの
で、別紙に記載してください。



観光産業=TOURISMの成立要件

①ツーリスト(旅する者)・・・個人・集団

②旅人の受入業界・地域・・・旅行に特化した宿泊・交通

・みやげものなどの業界(団体or個人)、地域社会or

自治体など

③これらを媒介する業界・・・旅行斡旋業界、必ずしも旅

行に特化していない交通・通信施設業界(ネットを介

た業界なども含む)

加えて、①から③の社会的・文化的背景・・・個人レベルでも社

会レベルでも、かれやかれらの経験を踏まえた社会的・文化的

な背景の違いが観光=tour行動を規定する



図1  観光産業=TOURISMの三要件の関
係

媒介

業界

ツーリスト 受入業界

社会・文化的背景



ツーリストが消費したいもの

①ツーリスト・・・消費したいもの/提供してもらいたいものがある

→ (需要)

②受入業界・地域・・・消費してもらいたい/提供できるものがある

→ (供給)

③媒介項・・・①の需要と②の供給を媒介・接合するもの

ツーリストが消費する/提供してもらいたいものとは？

精神的なもの・・・地域の自然・歴史、ホスピタリティ、快適など

物質的なもの・・・飲食物・みやげもの・宿泊施設や交通・通信

手段など（ただし、「便利」は物質的、「快適」は精神的）



近代社会は「自然・歴史」や「飲食物・みやげもの」の価値を高めるた

めに人工的に手を加えていることも多いが、「人工的」なものに価値が

ないかといえば、近年、必ずしもそうでもない

→ 都市景観や工業地帯に審美的価値を見出す

→ ツーリストとしては行った先の地場産品を使った素朴な「手料」
「和食」が食べたいのに、あるのは「イタリアン」や「フレンチ」ということ

もある

また、「ホスピタリティ」は「サービス」と区別することが難しくなり、今や

物質的でもありうる(たとえば価格を安くするとか量を多めにするという
ように)。しかし、それはあくまでも供給側の人間がすることであり、自
発的か強制的かはともかく、精神的なものに含めるのが適当かと思わ

れる。近年、個人経営であれ企業戦略であれ、「ホスピタリティ」や

「サービス」の重要性は増しているといえる。



ツーリストと受入業界・地域の視点

「自然・歴史」「飲食物・みやげもの」

→ 観光者=Touristにとって非日常

→ 受入業界/地域住民にとって日常

ツーリスト(観光者=Tourist)と地域住民の間にあるバランス

その「費用対効果」のバランスが一定のレベルで保たれ、両者

が納得できる価格であればいいが、バランスがくずれると、

内容に比して高いと思いつつツーリスト側が支出する/させられ
る、あるいは損かもと思いつつ受入業界や地域が支出する

→ ツーリズムとして成り立たないし継続しにくい



図2 ツーリストと受入業界の費用対効果
―ツーリズム成立のポイント―

• 小

• ツーリスト 不成立

•
• 中 このあたりの

• せめぎあい

•
• 不成立 受入業界

大

• 小 中 大



ツーリストが求めるもの

①自然/人工景観・・・景観美・手つかず/工場群、都市景観、人工島

②真正/非真正性・・・ホンモノ、作為的な手が加えられていない/

偽物(蝋人形・大塚国際美術館・ハウステンボス)

③伝統/新しさ・・・古さ、しにせ(老舗)/新奇・奇抜

④希少性・・・そこに行かないと得られない、わずか、(数)年に1度

ローカリティ(地元のもの)

⑤歴史・・・ストーリーの存在、古い建物や街並みの美しさ

タイムトンネル的なもの、落ち着き

⑥メディア・・・テレビドラマや映画、アニメの舞台

⑦パフォーマンス・・・演劇・スポーツ（オリンピック）・コンサート

⑧ホスピタリティ/サービス・・・快適さ/お得感

⑨ディズニーランド化・・・夢の世界



ツーリストが京都に求めるもの(2)

ここにあげたもので、国内のツーリストたちが「京都」に求

めているものはどれだと思いますか？

「京都」にあると思うが、ここにはあがっていないもの何か

ありますか？



受入業界や地域がツーリストに求めるもの

受入業界/地域（住民)は単にツーリストが求めるものを提供する
だけではなく、近年「オーバー・ツーリズム」と言われる現象を踏ま

え、ツーリストに「求め」はじめているものがある（昨日のツーリス

ト=明日の受入者）。

・マナー ～ 常識をもった行動

・規律 ～ noblesse oblige(本来の意味は「高い身分にある
もの

は義務を伴う」というであるが、優越的立場にある

ツーリストにも求められる「がまん」や「抑制」の気持

ちと行動)

・過剰なホスピタリティ/サービスを求めないようにしてもらう

・悪質クレームを慎しんでもらう



適正なツーリズムを成立させるために

①予約制の導入

②時間/季節別の料金体系

③マンパワーの省力化

客との対応・・・朝夕限られた時間だけにする

連泊の場合、部屋掃除の省略

④地域の異業種間の連携

宿泊・食事・入浴・買い物を地域内で別々に提供する

⑤夫婦・家族の旅行を推進(特に宿泊施設)

⑥費用対効果やサービスを徹底しリピーターを増やす

⑦インバウンド客への対応

アジア諸国の中でみると、日本は観光産業の先進国。先進国として

うまく需要を取り込み、活性化につないでいくことが求められる



観光=TOURの目的やスタイル
―その決定因－

1)社会全体(国家)の社会・文化的条件

→おおむね欧米は「観光=tour」の先進国、アジア諸国は後進国

したがって、アジア諸国の人からみると欧米の人たちの方が

成熟した「観光=tour」文化をもっているといえる

2)個人の社会・文化的条件と年齢

→社会化や経験の違い、年齢と置かれた状況による違い

たとえば20歳と30歳でも違うし、40歳50歳の働き盛りと60

歳70歳でリタイアした立場でも違う。したがって、一般に

経験の多い人(熟年者)ほど成熟しているといえる



熟年世代の観光=TOUR行動
―日本人と欧米人の比較―

日本人・・・少しずつ変わってきていますが

●旅先で「光」(文物)を「観る」ことが重要 ●移動中は寝ている

●宿は食事と睡眠の場所（滞在時間が短い）

●女性(グループ)が多い ●連泊しない（毎日移動）

●パック旅行(写真の多い薄目のガイドブック)

欧米人・・・古くはいろいろ経験していますが

●旅先で何もしないことに価値を見出しつつある

●移動手段を重視(例外もあるが、ゆったり旅) ●連泊する

●宿は単なる寝床ではない。食事中の会話は重要

●夫婦・家族での行動 ●個別旅行(文字の多い分厚いガイドブック)



ツーリストを比較すると（私見ですが）

日本人・・・まだまだ団体旅行が多い

長期間の休みがとれない

コトバの問題

欧米人・・・個人（夫婦・家族）旅行が多い

長期間の休みをとる

コトバの問題が少ない

「海外」とか「外国」という意識が弱い（世界はひとつ）



将来の「受入者」候補への忠告

•受入側の問題・・・自分がしっかりしたツーリスト
の経験、必ずしも「高級」とか「高額」な経験とい

う意味ではなく、費用対効果、コスパの観点か

ら「妥当」と感じられる経験を持たなければ、決

していい受入者にはなれない（自分の経験以上

の「快適さ」「便利さ」を提供することは無理）。

若い時にツーリストとしていろいろなものをしっ

かり経験しておいてほしい。



「私の住むまち/むらの自慢」をしてください(3)

本日は京女で授業し、それを撮影してここに参加できないみなさ

んにも私の授業を受けてもらうことになります。そうすると、いろい

ろな地域に住む受講生のみなさんもいるわけですが、ひとつ、「私

のまち、わたしのむら」自慢をしてください。名所旧跡でも特産品

でもいいのですが、できるだけ自宅に近いところにあるもの、たと

えば、すくそばのラーメン屋の「〇〇ラーメン」が、お好み焼き屋の

「〇〇焼き」がとってもおいしいよ❕、といったことでいいので、ぜひ
私が「それじゃ行ってみましょう」と思わせるよう紹介してください

(都市部在住の場合は自宅からできるだけ近いものでお願いしま
す)。

時間の都合で、これを含め、本日の3つの課題は後日提出で結
構です。



京都と観光産業

デザイン思考による京町家の再生考

京都女子大学 リカレント教育課程2020

訪れ、たのしみ、触れ合い、暮らす、京の町

1



もはやインバウンドだけではない

今回注目する京都観光産業の課題

♡ マイクロツーリズム

♡サブテーマ 空き家問題

デザイン思考による京町家の再生

京町家の崩壊が進むなか、

世界の人を魅了する装置に再設定した事例を紹介し、

観光産業成功の視点を探る。

産業に求められるニーズをとらえよう

2



ドリルを買いに来た人が欲しいものは、

ドリルではなく壁の穴である。

様々な種類の電動ドリルを紹介するのではなく、

共感し、理解した上で、必要な解決策を提供する。

お客さまの心に寄り添ってみたら（共感）

ほんとうのニーズがわかった。

ニーズに共感し ⇒ アイデアの開発へ

3

京都と観光産業 2020
デザイン思考とは

＊出典：T・レビット「マーケティング発想法」

＝「壁に穴を開けてきれいな絵を飾りたい」



市場やニーズについて調査した結果を分析し、

仮説を立て、検証し、製品開発などを行ってきた。

「デザイナー的」で「共感型」の思考。

人々のニーズを観察し、共感した上で、

新たな製品やサービスを生み出し、

課題解決に繋げる。

ニーズが多様化し変化の激しい現代では、

この「仮説検証型」だけでは商売が成功しにくい。

4

定説からの進化

京都と観光産業 2020
デザイン思考とは

新たな製品やサービスを生み出す現場では

「マーケティングリサーチ」が重要視されてきた。

思 考 を 、 共 感 と 想 像 力 へ 延 ば す 必 要 が あ る 。



マーケティング･リサーチ型

関心発信型

個

ものを買う場

経験を買う場

物販

共感型 デザイン思考 /  3 C

C
community

大衆煽動型

マス

クリエイティブ･ファースト

商業としての

場

京都と観光産業 2020

情報化社会における消費、その思考と判断

経済的判断機会（買い物とか）において考えてみれば

5

デザイン思考と情報

飲食

宿泊

旅

民
間
施
設

公
共
施
設

地
域
・
町

情報 C
commerce

C
culture

SNS

ニーズ

物 語



今回注目する京都観光産業の課題

観光

ニーズは何か？

京都 人
観光客外国人比率 70％ → 0％

町家 錦市場 もともとは観光地ではない

6



ニーズはなにか？
ひとりひとりが、
京都で良い経験をすること

デザイン思考

ひとりひとりの「京都×物語」をつくる

my

Kyoto Story

7

今回注目する京都観光産業の課題



話す人 松宮宏

小説を書く

空間デザインを開発する

人と人の接点を考える

物語を作る

8

観光



さまざまな「物語」をつくってきました。

9



戦略大型小売業

神戸メディテラス

PROJECTS アパレル小売業態開発

10

銀座OPAQUE

Photo:Nacasa&Partners



南青山アクアガール

11

ブランド・フラッグシップ・ストア

神宮前ドレステリア

PROJECTS アパレル小売業態開発



12

郊外SCインショップ業態

HushHush

エキナカ業態

ITS’DEMO

PROJECTS アパレル小売業態開発



京都木屋町四条上ガル蛸薬師。
かつては土佐藩の藩邸であっ たと こ ろに、 こ の店は誕生する。

玄関から 数歩踏み出すと 、 そこ は高瀬川。
柳の枝が垂れ、 水面はいつも さ ら さ ら と 流れている 。

ブラ ン ド から 解放さ れた、 ロープラ イ スアイ テム。
デッ ド スト ッ ク 、 古着、 アウト レ ッ ト 商品を 「 旬」 の眼でセレク ト 。

高瀬川の流れに佇む、 シッ ク な板塀外装と

サブカルチャ ーの要素をふんだんに取り 入れた、 驚きの内装。
そのカ ウンタ ーバラ ンスに目を見張る 。

噂を聞けば、 一度は行っ てみたく なる店。

幕末動乱の場所と なっ た木屋町の藩邸が今、
新し い息吹を吹き込まれて生き返る。

木
屋
町
通

高
瀬
川

河
原
町
通

先
斗
町
通

鴨
川

蛸薬師通

四条通

三条通

PULL OVER 1,900yen

CARDIGAN  1,900yen

JACKET 3,900yen

ONE PIECE 2,900yen

SHIRT & BLOUSE1,900yen

ＰANＴ S 1,900yen

SKIRT   1,900yen

ＳＨＯＥＳ 1,900yen

ＢＡＧ       1,900yen

PULL OVER 1,900yen

JACKET 3,900yen

ＰANＴ S 1,900yen

SHIRT  1,900yen

ＬＡＤＩＥＳ ＭＥＮ 'Ｓ

　 さ いたさく ら に
　 なぜ駒つなぐ
　 駒が勇めば
　 花が散る
　（ 伝  坂本龍馬作 ）

他、雑貨もいろいろ。

phone 075.254.8451  http://www .placereplace .ne.jp
プレイスリ プレイス  PR担当  佐藤 由美子

150-0041 東京都渋谷区神南1-20-17 4F 　 TEL03-3770-4321:  FAX03-3770-4327  

＊誠に勝手ながら 、 お祝い・ 祝花の儀はご辞退させていただきます。 何卒ご了承く ださい。

 

プレイスリ プレイスの理念。
スクラッ プ＆ビルド の典型であるファ ッ ショ ンであっても、

無駄なことはしないでおこう 。
プレイスリ プレイスには

資源を有効利用・ 再利用しよう という メ ッ セージが含まれている。
アウト レッ ト に出回る商品を

バイヤーやスタイリスト の目で再セレクト し
消費者の前にプレゼンテーショ ンをする。

そこに新しい価値が生まれる。
それがプレイスリ プレイスだ。

京都木屋町プロジェ クト 。
高瀬川の流れを受ける木屋町界隈は

桜と柳が交互にゆれながら流れに反射する美しい界隈であるが、
繁華街のネオンでカオス状態に突入している。

そのど真ん中、
木屋町蛸薬師にある元土佐藩邸蹟をプレイスリプレイスする。

文字通り 、 確かな場所であった場所を元の意味の場所に戻すプロジェ クト だ。
界隈にかつての美しさを取り戻し 、

リサイクルという 資源循環の流れに沿ったショ ッ プを作る。
店舗インテリアにもそう いった理念が詰まっている。

固定化されたものはローコスト に
ビル側のスケルト ンはそのままに

インテリア側の床・ 壁・ 天井は基本的には作らない。
可動式什器の開発・ リサイクル素材を使用、 など。

京都のために、 そして私たちのためにこのプロジェ クト はある。

お店紹介を兼ねて、 ささやかなパーティ ーを催します。
万障お繰り合わせの上、 お越し く ださいますよう ご案内申し上げます。
場所： 木屋町蛸薬師プレイスリプレイス

資源を有効活用、再利用

元土佐藩邸を再利用

リサイクルで資源を循環

13

売れ残り最終処分ストア業態

木屋町パチンコ店
（元土佐藩邸）
ブティック化

PROJECTS アパレル小売業態開発



ロンドンオリンピック会場隣接 Westfield SC

トレンド雑貨セレクトショップ ミラノ
Rossana Orlandi

世界最古の市場マラケシュ旧市街
メディナとスーク

サードウェーブ･コーヒー
ダウンタウンLA Blue Bottle Coffee

PROJECTS 業態開発のための市場視察 建築による個性化 Selfridges百貨店バーミンガム

14



空間デザインによるブランディング
新宿アパートメントホテル新宿旭町

商店街活性化東京砂町商店街のばか値市

町の名物 おでん姫路なかもと

旧ビル再生鹿児島レトロフト 15

PROJECTS 業態開発のための市場視察



ロンドン・ブリクストンマーケット再開発スタディ

消費者行動変化から読み解く、デザインの現在と未来空間デザインにみるブランド力

講座

16



著作

食べ物人情物語

秘剣シリーズ

町薬局再生物語

医療、金、美食物語 アスリート冒険物語
最新作「アンフォゲッタブル」

17



秘剣シリーズは京都が舞台

和邇メグル 20歳

・京都女子大生

・衣笠に住む

18

・事故で運動機能障害

・旧家は破産

・夜のバイト＝用心棒

・謎の敵多数

・智恵と勇気と「秘剣」で

人生を切り開く



物語 街・観光

マーケット発想はするな
「主座を持て」

客は答を教えてくれない

ブランドの物語を作れ

デザイン思考＝ 3 C

アパレル

19

街・人の物語を作れ

さて



3C思考によって再設定された商業空間、オフィス環境は、

訪れる人、参加する人に、物理的、感情的、知的、

精神的なレベルでも変化をもたらす。

アメリカで3Cの考え方が発生〜空間デザインに変革を起こしている。

COMMUNITY（地域）

第１の視点

COMMERCE （商売）

CULTURE（文化）

20

3つのＣ

京都と観光産業 2020

文化の上にコミュニティがあり、

そして商売がある。



京都と観光産業 2020

SC事例：サウス・コースト・プラザ アンチモール：THE LAB

Costa Mesa

ロサンゼルス市から1時間

ロングビーチ空港そば

1.3つの「C」事例比較

21



京都と観光産業 2020

pompeic3.com/the-lab/

1.3つの「C」について THE LAB

22



京都と観光産業 2020

thelab.com

THE LABは芸術、音楽、ファッション、

手作り料理愛好家のためのコミュニティ「A nt i - M a l l」

ノーマルを打ち破り型破りなものを奨励する考えの元、

創造性と地域のつながりを育みつづけている。

1.3つの「C」について THE LAB

23



京都と観光産業 2020

隣の大型SCサウス・コーストプラザと比べて

・顧客の年齢層＝同じ

・売上坪単価＝1 .5倍以上

thelab.com

C
commerce

C
commerce

C
culture

C
community

southcoastplaza.com

24

1.3つの「C」について THE LAB



京都と観光産業 2020

funaokaonsen.net

1.3つの「C」について 京都

25

もともと日本に、3 Cの考え方はあった。

京都はとくに強い。



京都と観光産業 2020

KYOTOGRAPIE

嶋臺 慶長年間に生糸商として創業、江戸中期から酒業を兼業

無名舎（吉田家住宅）
室町白生地問屋の京商家

1.3つの「C」について 京都

26



⇒京都ならではの、
良い経験を届けるには

訪れ、たのしみ、触れ合い、
（擬似的に）暮らす場所があること

⇒社会の情況と京町家と観光 w i t hコロナ、インバウンド 〜 近隣観光

1 .もはやインバウンドだけではない

2 .空き家問題

空き家問題に、光をあてる活動に変化

⇒増えた京町家の一棟貸し

今回注目する京都観光産業の課題

マイクロツーリズム

京都と観光産業 2020

1



贅を極めた京の宿。上質な京町家で暮らすように泊まる。

京都と観光産業 2020

2

第 2の視点

東山三条「優り草」その設計思想と運用



アイデアを支える技術、できばえが環境を変革する。

「良かった」というを声を呼ぶには、本気度が必要

3

京都と観光産業 2020
ケーススタディ「優り草」



ゴザン ホテル＆サービスアパートメント 彦三町 金の間・銀の間

ドゥニーム京都 アクアガール渋谷

間宮良彦氏

ケーススタディ「優り草」

4

http://www.infix-design.com/project/
http://www.infix-design.com/project/


京都市左京区大菊町10 9番地

大菊町仁王門通り 三条駅より徒歩５分

築10 0年、約10 0㎡の町家を取得

（写真は2 0 1 5年の看板状態）

京都と観光産業 2020
ケーススタディ「優り草」

5

町家ローン第1号案件（20 1 6年）

お使いみち

•現在所有されている「京町家」を賃貸するための改修資金

•「京町家」を購入して改修し賃貸するための資金

•「京町家」を購入して改修し事業展開するための資金

•「京町家」を借りて改修し事業展開するための資金

＊京町家の景観を損なう改修にはご利用いただけません。



京都と観光産業 2020

6

ケーススタディ「優り草」

公簿：土地75.27㎡

建物 1階 43.64㎡ 2階 20.82㎡

実測：間口 4,430 軒高 3,250

厨子二階の町家

厨子二階（つしにかい）

江戸～明治にかけて建てられた古い様式。

店の間の真上にあたる部屋の天井が低く、

主に物置や使用人の寝泊まりに使われていた。

２階には開口部として虫籠窓を伴うことが多い。



京都と観光産業 2020

7

ケーススタディ「優り草」

現地収録動画へ



京都と観光産業 2020

8



京都と観光産業 2020
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京都と観光産業 2020

10

kusuminaoki.com



京都と観光産業 2020

11
kusuminaoki.com



京都と観光産業 2020

12



京都と観光産業 2020

13

kusahana.com



京都と観光産業 2020
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京都と観光産業 2020

15
koyoseiga.co.jp



京都と観光産業 2020

16



京都と観光産業 2020

17

studiosawadadesign.com



京都と観光産業 2020

18



京都と観光産業 2020

19noda-hanga.squarespace.com



京都と観光産業 2020

20noda-hanga.squarespace.com



京都と観光産業 2020

21



空き家率 全国平均13 . 5％ 約900万戸

京都は空き家が生まれやすい

京都市の空き家対策

少子高齢化

快適さに欠ける古い家が多い

地価が観光地価格で高い

行政の専門部署（京都市空き家等対策協議会）

大学や研究者が多く、フィールドワークが続く

銀行の京町家ローン

深刻な空き家問題

京都と観光産業 2020
今回注目する京都観光産業の課題

1

市場に流通していない空き家 4 5 , 0 0 0戸

（ H 2 5 年住宅・土地統計調査 )

増加傾向⇒ 6 5 , 0 0 0戸ヘ



京都の文化に染まってみたい

京都の町に馴染んでみたい

京都が纏う文化の個性、強さ、質の高さ
都市であり観光の街としての

ロンドン、パリ、ニューヨークに類する

あこがれ空間実現欲求にマッチする、そのこころに寄りそう

京都と観光産業 2020

2

第 3の視点

京都ならではの「日常的非日常」の創出



京都と観光産業 2020

3

魅力ある場所創出のためのデザイン思考

ひとりの満足に寄りそう

多様化する「価値」の何を取り入れ、どう実現すべきか

京都ならではの「日常的非日常」の創出



1 .特上気分のおもてなし

素の京都でお迎えする

4

京都と観光産業 2020

京都は最強の目的地



手が届く距離の非日常

aman.com/ja-jp/resorts/aman-kyoto

5



6
aman.com/ja-jp/resorts/aman-kyoto



手が届く距離の
非日常

7
aman.com/ja-jp/resorts/aman-kyoto



salty

8



9

salty



10

salty



hoshinoresorts.com

11



hoshinoresorts.com

12



gurutabi.gnavi.co.jp/ 13



14



2 .それは日常の中にある

素の京都でお迎えする

15

京都と観光産業 2020

京都は最強の目的地



おばんざい

16



おつけもん

17



八百屋

18



カフェ

19



日用品店

20



風呂屋

21



パン

22e宿.com



府立植物園の桜

23



東山の夕陽

24



美大生

25



自転車

www.j-cycle.com

26



シキガミ

27



縁日

28



川あそび

29



お菓子

30



おさけ

31



おことば

32



京の猫

kai fusayoshi
33



ソーシャルディスタンス

kai fusayoshi
34



京都と観光産業 2020

35

デザイン思考

マーケティング･リサーチ型

関心発信型

個

ものを買う場

経験を買う場

物販

共感型 デザイン思考 /  3 C

C
community

大衆煽動型

マス

クリエイティブ･ファースト

商業としての

場

情報化社会における消費、その思考と判断

経済的判断機会（買い物とか）において
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commerce
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culture
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ニーズ

値打ちを感じれば

誰もが話し出す

自らの値打ちを守り

維持していくこと

観光しよう

とアピールしない

例）大阪平野

「町ぐるみ博物館」

観光ガイドなし

観光→感風



京都の観光振興は、商業主義をふまえた上で、

「京都の面白さ」「京都の優美さ」「京都の不思議さ」など、

京都人として無条件に惚れ込み、

それをふつうに、

生活の中で使うことである。

36

京都と観光産業 2020
京都ならではの「日常的非日常」の創出

商業主義をふまえた上で、



京都と観光産業【第4回】

ZEF COFFEE ARTS/株式会社SOE 川本典美



自己紹介
• 名古屋生まれ大阪育ち

• 学生時代は神戸 大学では理論社会学、現代社会論を専攻

• 体が弱く、一般企業での就労が困難だった

• 地元の社会福祉法人に就職し、高齢者施設の企画、管理、運営

• スウェーデンに留学し「自己決定」の概念の日本との違いに感銘を受ける

• 一杯のコーヒーのもつ可能性を最大限に引き出すべくコーヒー事業へ参入

• 毎年、ヨーロッパ、北米、アジアのコーヒー展示会、農園を訪ねて走り回
り、多種多様な生活様式、市民生活に触れる

• 関西の有名観光地である祇園白川と神戸南京町でコーヒースタンド兼レモ
ネードスタンドを営業

• 京都五条の焙煎所で自家焙煎



なぜ、京都祇園白川で店をもったか

• 美しい、これぞ京都！という町並みに魅せられた！

• コーヒー消費量日本一の京都市で！

• 外国人観光客の多い京都でエスプレッソを！



京都祇園白川の現状

• 新型コロナで現在は外国人観光客は限りなくゼロに近い

昨年の京都店の売上の90％が外国人によるものだった

• 前年同月比で売上は10分の1以下

• GOTOトラベルで日本人観光客は若干増えてきた印象

• 「かつての京都が帰ってきた」という言葉をよく聞き、日本人
観光客がかえってきたとされるが昨年とは比べものにならない

外国人観光客におもねりすぎていなかったか？

なぜ、そうなったのか？



地縁、血縁のない場所でのビジネス

自分自身のビジネスの価値をアップさせることが大切

そのために考えることは（商材以外のことで）・・・

• 自分の店のある場所をどのような場所にしたいか

• 店のある場所の価値をあげるためにどうすべきか

• 人とのつながり、賑わいがあってこその商売

• 風が吹けば桶屋が儲かる式発想

• 人任せ、環境任せ、歴史伝統任せにできないまちづくり



私がしてきたこと

• 敷居が高いといわれる京都で私がしてきたことは

・転入したときのご近所への挨拶

・道で出会ったときなどにも、必ず挨拶

・地域のルールに守る

・自分の店を清潔に、その場所にふさわしく整える

・地域の行事には積極的に参加する

京都に限らず当たり前のことばかり
自分自身が地域の一員であり、街づくりに対して責任があると認識



オーバーツーリズムという視点からの問題点
（祇園白川の場合）

• 私有地へ無許可立ち入り

• 植え込みへの立ち入り

• 植木の破損、持ち帰り

• 竹垣等の破損

• 舞妓、芸妓へのパパラッチ

• 排泄のマナー、ごみ捨てのマナー

• 車道での写真撮影、横に広がって歩行



オーバーツーリズム以外の視点からの問題点

• 写真撮影（国内外を問わず結婚式の前撮り）

• 住民の高齢化

• 京都以外の資本の参入

新型コロナの影響でオーバーツーリズムの問題点の影は薄れたが
この機会に祇園白川の将来像について考えるべき



京都祇園白川 VS 神戸南京町

京都祇園白川 神戸南京町

名称 祇園白川景観づくり委員会 南京町商店街振興組合

目的
伝統的な建物の維持、保全と文
化の共有と継承

「南京町」という商店街を管理し、
商店街の発展を促進

web gion-shinbashi.jp nankinmachi.or.jp

例会
1回/月の開催だが新型コロナの
影響で今年度は未開催

複数の部会があり、２～３回/月
開催
現在も開催し情報交換が頻繁

活動
初午、地蔵盆などのお祭り、掃
除など

春節、中秋祭、ランタンフェス
ティバルのイベントや掃除、見回
りなど



「景観づくり」の限界

• 「景観」とは何か？

• 「ニオイ」は景観か?

• 「景観づくり」が、商売の仕方を規制できるのか？

• 日本は「消費社会」Society oriented by consumption である



存続していくとは、どのようなことか？

• 祇園白川が存続するためには、「賑わい」があってこそ。

• 「賑わい」をもたらすものは何か？

• 社会構造が変わる中、伝統的な手法で「賑わい」を創出できる
か？

• 伝統として保護されたときに発展はあるのか？



祇園白川にもとめられるもの

• どのような地域として将来につなげていきたいのかという

グランドデザイン



京都と観光産業
スコットランドに学ぶ

[↑ バルブレア] [スタッファ島行きの船 ↑]

神戸学院大学名誉教授・春日雅司 (2020.11.06)



「観光」の意味
『観光学辞典』：

余暇）の中で、鑑賞、知識、体験、活動、

『観光学辞典』：

自由時間における日常生活圏外への移動をとも
なった生活の変化に対する欲求から生ずる一連の
行動

「内閣総理大臣官房審議室」：
自由時間（=余暇）の中で、鑑賞、知識、体験、活動、
休養、参加、精神の鼓舞等、生活の変化を求める
人間の基本的欲求を充足するための行為（=レク
リェーション）のうち、日常生活圏を離れて異なった
自然、文化等の環境のもとで行おうとする一連の
行動



ツ
|
リ
ズ
ム
と
は
？

空間軸

生活圏外 自己の再発見

出張・就学 ツーリズム

団体旅行 観光旅行

時 単身赴任 余暇旅行

間 日常 非日常

軸 勉強・労働 冠婚葬(祭)
家事・育児 年中行事

介護

自己の埋没 生活圏内



旅行と旅
ツーリズム : 自己の解放、内省的になること

(旅) 一定の経験(加齢)が必要
自然があり一人か少数であるといい

道中や行った先に身を置くだけでいい

(何もしないこともしばしば)

観光旅行 : 「観る」ことが主

余暇旅行 : 短い、(自然の中にあっても)人工物が
必要、多人数での遊び



ツーリズムの定義

最初の授業で「ツーリズム」とつくものをみなさんに
いろいろ挙げていただきましたが「究極」のツーリ
ズムを定義づけると・・・

ある場所に住む人が短期間慣れ親しんだ時空間
から意図（目的）的に「逃避」（自己の解放）し別の
場所と「合体」することで時空間を消費し、（結果的
に）自分自身をリフレッシュあるいはリセット（自己
を再発見）する



一つの事例 : スコットランド
スコットランド →スコットランド →
    別荘地・レジャー地として早くから発展する

統一される(10世紀)前の歴史遺物も多い
(主に)イングランドとの戦いの歴史があり
その史跡が豊富に残されている
それについてのすぐれた物語や詩がある
自然(谷・水・石)の美しさ
危険が少ない(登山ではなくトレッキング)
旅の基本要素(宿・食・飲み物)が質・量とも揃う



日本でなじみの「英国/イギリス製品」
→ 実はスコットランド産が多い

・タータン製品(マフラー・セーター・スカートなど)
・バグパイプ

・ウイスキー(スコッチ)の聖地(メーカーは130社ほど)
・ゴルフの聖地(セントアンドリューズなど数百ある)
・民謡(蛍の光・故郷の空[ライ麦畑]・スコットランド
の釣り鐘草・アフトンの流れ・ロッホローモンドなど)
・菓子類(ショートブレッド・スコーン・マフィン・オート
ケーキ・ダンディーケーキなど)



少し休憩

みなさんはここに挙げたもので

①持っている

②食べたり・飲んだり・作ったりしたことがある

③テレビ・映画・書物などで読んだ・見たこ

とがある

④ひょっとして、「これ/あれ」はスコットラン
ド産ではないかと思うが

というものを教えてください。



ツーリズムの対象としてのスコットランド

17 1817～18世紀、イギリスにとって文化・文明の先進地はイタリアやフラン
スであった。しかし、18世紀末、ルイ王朝の没落とフランス革命、さら
に19世紀になるとナポレオンの登場で政情不安が続く。イギリスはア
メリカり独立を許しはしたものの、オランダとの戦争に勝利し、産業革
命を強力に推進することで世界を席巻していく。また、政情不安の続
く大陸は貴族たちにとってツーリズムの対象ではなくなり、その代替
地を国内に求めざるを得なくなる。 [↓ John o’ Groats]



なぜスコットランドか？
富裕層が求めていたもの・・・スイスの自然、伊や佛の文化

スコットランド・・・行きやすい、手つかずの自然が残る、未開・
未知の人々(冒険心をくすぐる)、危険が少ない、英語が通じる
世界一の国として自国(イングランド中心)の文化と文明を磨き
あげる → 大陸へ行けないことが外国かぶれから脱する丁
度いいチャンスとなる [↓ アイラ島]



(左上)グレンリベットの谷 (右上)スペイ川]
(左下)オールドマン・オブ・ストール (右下)グレン・コー



「スコットランド」とは

イギリス（英国・連合王国・・・国籍=British）イギリス（英国・連合王国・・・国籍=British）
大英帝国（England, Wales, Scotland）
北アイルランド [↑ Talisker]

スコットランド～1707年にEngland議会と合同
それまでは独立王国(ハイランドでは王政を
失うことに反対する一派が暗躍する)
それ以前は部族（クラン）の集合体



連合王国 スコットランド

人口 6,511万人 537万人(8.3%)
面積 243万㎢ 78万㎢(32%)
気温 18/5 17/4

[↑ ]北海道とほぼ同じ面積・人口 [↑ アイラ島のピート採掘場]
最高/最低（東京は27/5）



シェトランド
フェロー諸島はデンマーク領)

スコットランドはイギリスの北
部に位置する(シェトランドを含

)



←←ここがスペイサイド

←北側がハイランド

↙イングランドとの境界



人と文化

[↑ ]ローランド・・・イングランドに近く、農業地帯 [↑ 国旗]
セントラル・・・グラスゴー、エディンバラ、ダンディー、アバディー
ンを中心に全人口の3分の2が住み、商工業が盛ん

ハイランド・・・島嶼部を含み地形も厳しくやや孤立している
寒冷な気候、農業も制約されるが「スコットランド」的な
ものの多くはここから生まれている



歴史

紀元後・・・ローマ軍の侵入を受けるも反撃。ローマ帝国は
「壁」を築くことで、蛮族の侵入を防ぐ。これがスコットランドと
イングランドの境界となる。その後スコットランドが統一され
王国となるや、イングランドの侵略をうけ戦いを繰り返す（「ブ
レイブ・ハート」）。1603年、イングランド王・エリザベス1世の
死後、スコットランド王だったメアリーの子・ジェームズ6世が
イングランド王・ジェームズ1世として即位。イングランドとス
コットランドは同一人物を君主とするようになることで両国は
接近。1707年、両議会がひとつになる（スコットランドはイング
ランドに事実上併合される）。合同に至るまでは内部紛争が
あり、また合同後も1746年まで愛国者たちの反乱は続き、多
くの血が流される。その悲劇は今も語り継がれ、あちこちに
歴史遺産として残される。 [↑ スターリング城]



ハイランド

1818世紀半ばまでは「秘境」「未開の地」
1746年、カロディンの戦い後、イングランドはハイランド・クランの伝統や文
化を徹底的に排除、言葉を含めイングランド化を推進する
ハイランドの農地は牧場化される（クリアランス）
多くの農民は移民となって北米などへ移住
イングランド軍を展開するため道路を整備→密輸ルートとなる

[↓ クライド川を走行するウェーバリー号（外輪船）]



(左上)ロバート・バーンズの生家 (右上)キリークランキーの谷
(左↓)観光客向けの装束とバグパイプ (中央下)スコット像 (右下)男性の正装



スコットランドのアイデンティティ

1707年:イングランドとの議会合同
これが逆にスコットランドのアイデン
ティティに目覚める

『オシアン』の発表(1765)
「フィンガルの洞窟」の発見(1772)
啓蒙思想家たちの活躍

ロバート・バーンズ(1759-96)
ウォルター・スコット(1771-1832)

[スターリング城にあるブルース像 ]
[フィンガルの洞窟 →]



「未開」からGreat Britainの「顔」へ
18221822年・スコットの招きで国王・ジョー
ジ4世がエディンバラを訪問
・大規模な歓迎行事
・ハイランド文化の解禁

・その時、スコットはハイランド産ウイ
スキーで歓迎する一方、国王は密造
酒・グレンリベットを所望された？
1824年グレンリベットは合法業者第１
号として登録

その後密造業者は減少、多くが合法
業者となる

このあとウイスキー産業は隆盛となる
が、ツーリストたちが工場を訪れよう
になるのはごくごく最近のこと
[← The Glenlivet]



スコットランドへの旅
旅の目的はハイランドの自然と文物を観たり楽しむこと旅の目的はハイランドの自然と文物を観たり楽しむこと
サミュエル・ジョンソン(1773)、ワーズワス兄妹(1803)
蒸気船と鉄道の充実が拍車をかける
メンデルスゾーン(1829)、ショパン(1848)
[↓ Lapgroaig] [↓ Highland Park]



トーマス・クックによる団体旅行
イングランドと陸続き・危険がない・自然豊か・歴史、英語

→ 旅行に縁のない人々を惹きつける
→ 交通機関の発達・整備
スコットランド・ツーリズムの全面開花

(1846～1860 : 6万人がスコットランドへ行く)
旅行者に対する環境整備が一層進められる

[↓ アイリーンドナーン城]



スコットランドへ行った3人の日本人
岩倉具視・・・明治政府の欧米視察団

1872年8～12月イギリス滞在、9/7～19日:スコットランドに滞在
15～17日ハイランドの旅を楽しむ
夏目漱石・・・1902年10月、ピットロッホリへ行く、2週間程度滞在
竹鶴正孝・・・1918～20年、ウイスキーづくりを学びに行く
妻リタと帰国 [↓ Glenmorangie]



竹鶴・・・ウイスキー製法を学ぶ(1918～20)
スコットランドの自然が生み出すウイスキー、これに匹敵するものはスコット
ランド以外で作られないと考えられていたが、 20世紀後半以後の世界的な
ウイスキーブームもあり、日本のウイスキーが注目されることで、再びスコッ
チが脚光を浴びるようになる ↑ Glen Kinglas]



左上)Craigellachie (中央上)Fettercairn (右上)Glen Scotia
左下)Glenfarclas (右下)Glen Grant



(左上)Brora        (右上)Glen Scotia
(左中央)Pulteney (中央)Cardhu
(左下)Dalmore (右下)Glenfarclas



「お酒」の話 [↓ Glen Grantのスピリット・セーフ]

原料 発酵酒 蒸留酒原料 発酵酒 蒸留酒
葡萄 → ワイン → ブランデー
米 → 日本酒 → 焼酎
大麦 → ビール → ウイスキー



ウイスキーの歴史

15起源は定かでないが、最古の記録が15世紀末のものであることから、
それよりかなり前からつくられていたといわれる
普及するのは17世紀になってから → 課税との闘い（密造・密輸）
良質なハイランド産 消費はローランドやイングランドが多い

[↓ Highland Park]



密輸・密造

ハイランドでは税率を低くしてもらうも輸出禁止→密輸
下層民の日常飲料であったが、後に課税される→密造
1823年～税を一本化/密造の厳罰化
1824年 Glenlivetが最初の合法業者 [↑ Strathislaの試飲]



密輸・密造と課税逃れの功

・樽熟成は、密造取締官の監視の目から逃れるため、た
またま空いた樽にウイスキーを詰めて放置していたこと
から始まったといわれる

・スチルの形：現在のスチルの形は底面積が広く上部が
細くなっている。これはスチルの容量に課税された時代、
短時間で大量に蒸留できるようにするために生み出され
た形といわれる [↑ Glenfarclasのスチル内部]



Grain Whiskyの台頭
元祖Malt Whisky・・・大麦100%、2回蒸留、樽詰貯蔵、元祖Malt Whisky・・・大麦100%、2回蒸留、樽詰貯蔵、
ピート臭・・・くせのある香り・味

Grain Whiskyの登場・・・大麦や穀類、連続蒸留、樽貯蔵
無味無臭の高濃度飲用アルコール [↓ 朝食の一例]



Blended Whisky

[↑ ( )][↑野生のブルーベル(釣り鐘の形をしている)]
Malt WhiskyとGrain Whiskyの出会い 19世紀後半・・・

Englandの愛飲家たちが口にしていた飲み物はブランデー
であった。しかしフランス産ブランデーの原料であるブドウ
に病気が発生。長期にわたってワインがつくれなくなり、そ
の代替物としてウイスキーが普及
時に強い個性をもつMalt Whiskyに無味無臭のGrain Whisky
をBlendすることで飲みやすくなり、人気商品となる



五大閥の台頭

Blender・・・MaltとGrainを
Blendする職人(何をどう
Blendするかは企業秘密)
このBlenderたちをかかえる

Whiskyの五大閥
①The Dewars
②The Walkers
③James Buchanan
④The Haigs
⑤Mackies

[Springbankのキルン →]



戦後の動向
第二次世界大戦後～アメリカへ輸出して外貨をかせぐ
しかし、ほとんどがBlended Whisky（くせのないウイスキー）
米にもウイスキーはあったが、「Scotch」といえば高級ブレン
ド品の代名詞

[↓ ４種類の樽:左から100L, 200L, 250L, 500L (Springbank)]



Maltを求めて
Blended Whisky・Blended Whiskyの人気が出れば出るほど、愛飲家たちは香
味の原料であるMaltを知りたがるようになる
・Whiskyがスコットランドの自然や伝統文化とどうかかわって
いるのかを語るライターたちの登場

→19～20世紀、自然・歴史・文化・レジャーと結びついた
ツーリズムが発展していく(主にEnglandと大陸から)

[↓ ScapaのWarehouse]



Maltの販売 [↓ ClynelishのWarehouse]

当初、ウイスキー工場は自然や歴史、トレッキングなどを楽
しむツーリストが「ついで」に寄る程度のもの

50年代後半、Blair Atholは会社の歴史等を展示していた
自社で瓶詰・販売を開始～Glenfiddich/Glenfarclas

1963年→ 独特の三角形型ボトルで販売
1969年→ 工場を開放しvisitorを受け入れる



工場から観
光施設へ

これに追随する各社～もとはやはり単
なるウイスキーの工場と倉庫
・工場の改築、受け入れ施設の整備
・ガイドブックの出版
・自社でボトリングしたMalt Whiskyの
販売
・DCL(ウイスキー連合)もグループの
一部でMaltを販売し始める
[Balblair ↓]



1987 DCL Diageo1987年、DCLはギネスに買収されるがDiageoへ
→徹底したコストカット、機械化
→積極的な公開
増産と集積が進む理由～多様なMaltの確保=多様なSingle Maltだけで
なく、多様なBlended Whiskyの提供
日本のメーカーによる買収→国内産では原酒が不足するため、「ス
コッチ」への根強い支持にこたえる（サントリー5、ニッカ1、丸紅1）
日本製の拡大→将来の世界戦略のためスコッチグループも容認?

[↓ オークニーのストーンサークル]

再編期



再興期

20002000年代のウイスキーブーム・・・過去何度も経
験してきた苦境を乗り越えてきたことを忘れずに!

[↑ Blair Castle]
2000年代初め以降
増産→閉鎖していたDistilleryをオープン

(Bruichladdich, Glen Scotia, )
新規開業(Kilchoman/2005, Clydesdale/2017, 

Torabhaig/2018, Isle of Laasay/2018, 
Nen’ean/2018)

開業準備→CraftbeerとともにGin Distilleryも
新規開店が続くのは、将来の開業に向け
た動きか
基本:多様なMaltをできるだけ多くストックして
おきたい

[シングルバレルの直販(Glengoyne) →]



現在

(Scotch Whisky Association 2019 4 )ウイスキー統計(Scotch Whisky Association、2019年4月取得)

・世界175の市場に向け、毎秒41本のスコッチ・ウイスキーが出荷されている。毎年12
億本を超える。
・出荷されたボトルをつなぐと35万km、地球と月の距離の9割になる。
・スコッチ・ウイスキーの輸出額は47億ポンド（1ポンド142円とすると6,674億円）。・ウ
イスキー輸出額はスコットランド全体の飲食品の70%、UKの飲食品の21%、UKの全
輸出額の1.3%になる。
・スコッチ・ウイスキー業界がUK経済に占める粗付加価値（GVA）は55億ポンド。
・スコットランドのスコッチ・ウイスキー業界が直接雇用している労働者は1万人以上、
UK全体では4万(人)以上の仕事を提供している。
・スコットランドの農村部における7千(人)の仕事は、ハイランドと島嶼部にわたって重
要な雇用と投資を生んでいる。
・ほぼ2千万樽がスコットランドの倉庫に眠り、口にされる日を待っている。
・スコッチ・ウイスキーと言われるためにはスコットランドのオーク樽で最低3年熟成さ
れなければならない。
・スコットランド全体で稼働しているスコッチ・ウイスキー・ディスティラリーは現在128
である。



ウイスキー・ツーリズムの魅力

気候～年によってばらばら。毎日が四季。真冬以外、それほど厳しく
なく、春から秋は活動に最適。
自然～ハイランドはあまり高くない山間部も多く、なだらかなglen(谷)
とloch(湖・入江)が美しく、一般道が整備されている
Accommodation～基準を満たしたB&BやHotel、レストランなどが
Reasonableな価格で利用でき、快適な空間や品質が保証されている
[↓ Old man of Hoy : Sky, 香港映画・金城武主演『世界の崖てに』で紹介される ]



ルーツ探し

スコットランド中に歴史とロマ
ンがちりばめられている（内
容を知らないとおもしろくない
が、ネット上に出ているし、日
本語の本もある）

アメリカ・カナダ・オーストラリ
ア・ニュージーランドなど多く
の移民の子孫たちがルーツ
を尋ねて訪問（Mac一族は多
い）。大陸の人たちには避暑
地として人気。
現地では車で移動
[← Kelvingrove Parkからみたグラス
ゴー大学]



ツーリズムの一コマ

ディスティラリーに行くことだけを目的とする旅行者は少ない。ディスティラリーに行くことだけを目的とする旅行者は少ない。

エディンバラ・グラスゴー、そしてネス湖以外に「ここは行って
みたい」というこだわりをもって訪問し、その上で近くのディス
ティラリーへ立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

ただし、ディスティラリーは不便な所、島嶼部などに立地してい
るので、足の確保に注意。 [↓ Royal Lochnagar]



「Hospitality」は経験した範囲内で
しか提供できない [↓ インバースナイドの滝]



Hospitality「良質のHospitality」を少しでも多く経
験しておいてください



ご清聴ありがとうございます










